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抄録：中学部全生徒を対象に取り組み始めた授業＝自分で選んで・決めて・参加する授業『つくろう！たべ

よう！あそぼう！』が 3 年目を迎えた。開始当時 1 年生だった生徒が 3 年生となり、授業の形ができあがっ

てきたと共に、中学部生活における本授業の位置が見え始めてきた。3 年目秋は、実践の成果を基に、活動

の場を変えて行った。本論では、この秋の実践の成果を踏まえて、主体性を育む授業創りに必要と考えるこ

とを「物理的環境」「人的環境」「生徒理解」の 3 つの視点から整理した。また、本授業は「生活」「作業」等

の他の題材・授業と連動しながら発展し、生徒が日々の授業・学校生活・全生活の中での学び・育ちを発揮・

活用する場としての意味を持って、中学部生活の中に位置づいてきている。このことを受け、本授業を教育

課程上に位置づけた中学部生活づくりの必要性を今後の課題として示した。 

 

キーワード：特別支援学校、授業、教育課程、主体的参加、主体性、自己選択・自己決定、自尊心、自己肯定感 

Ⅰ．はじめに 

本校では、生徒が主役になる学校生活を求め続けている。特に中学部では、生徒が学校生活・家庭生活の中に

自分の居場所・役割・存在感を得ることが大切と考え、その実現を基本において、実践を積み上げてきている。

20 年度より、中学部全生徒を対象に、中学部教師全員で、生徒理解・教材理解を深めながら、生徒の主体的な

授業参加を目指して一つの授業を創っていくことを中心に、実践研究を進めた。生徒の主体的参加を目指す第一

歩として、生徒を私たち教師と同じ、自分なりの思いや考え、感情、価値観等を持つ一個の主体として再認識し、

尊重してかかわることからはじめることにした。このことを具現化するために、生徒が自分の思いを発し、それ

を教師が捉えて受け止めることから始める授業として、生徒が自分で選んで、決めて、参加する授業「つくろう！

あそぼう！たべよう！」を設定した。これは、私たちの生徒観を問い直すことでもあった。また、主体的な授業

参加を、生徒の立場に立つことで、存在感（役に立った、喜んでもらえた、認められた、等）、満足感（楽しか

った、選んでよかった、等）、達成感（作り上げた、やりきった、等）を得ることと一旦捉えて、授業づくりを

進めた。これは、教材観や指導観の問い直しでもあった。さらに、生徒の選択・決定・参加の様子を繰り返し見

つめ、議論する中で「自分で選ぶ・決める」とは、自分の価値観に基づいて自分なりの選択肢を作り、その中で

順位づけをしながら選び、決めることであることにも気づいた。そして、生徒の価値観が社会的な方向へと高ま

り、社会生活に参加する主体として学び育つこと（主体形成）を目指して、授業づくりを進めた。主体性を育み、

主体形成を目指す営みは、一つの題材・授業で追求できるものではない。そのことを証明するかのように、本授

業の創造は、他題材の見直し・充実、そして、本授業を位置づけた中学部の生活づくりへと発展してきた。 
本論では、3 年間の実践の経過と成果、課題について報告する。 
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3．つくろう！あそぼう！たべよう！」授業創造の経過 

本授業は、20 年度秋に 6 回、21 年度は夏に 2 回と秋に 6 回、22 年度（本年度）は夏に 2 回と秋に 6 回、実

施した。授業後の振り返りや事例検討会等を通して、生徒理解を深め、教材観・指導観を深めながら、主体的参

加とは何かを議論し、その具体を求めて授業を創造してきた。 

（1）1 年目(20 年度秋)の実践 
１年目秋には、選択・決定・参加の様子を見つめ、自分で選ぶ・決めることについて繰り返し議論した。 
私たちは 4 つの活動グループを用意し、生徒はその内のどれかを選ぶものと思い込んでいた。ところが彼らは、

活動グループという「作るものや主な活動」だけでなく、友達や教師、使う道具等々も含めて選択肢としている

ことが分かった。道具の好きな生徒は「のこぎりか、かけやか、スコップか、ドリルか？」と選択肢を作ったり、

「Ａ先生か、竹の間伐か、包丁で野菜を切るか？」という異なる種類の項目から成る選択肢をつくったりして、

一人ひとりが、自分の価値観に基づいて選択肢を作って選んでいるのではないかと考えた。また、このことを踏

まえて、選択情報になりえるものを整理･把握しておくことが、彼らの行動から選択理由等を捉え、それに応え

る授業を創るうえで大切になると考えた。これらの議論から、「自分で選ぶ・決める」とは、自分の価値観に基

づいて自分なりの選択肢を作り、その中で順位づけをしながら選び、決めることであることにも気づいた。そし

て、本授業を次のように捉えて、授業づくりを進めた。  

本授業は、「生徒が自分の価値観に基づいて選択肢を作り、その中で順位づけをして選択・決定できるよう

になること」、「周囲他者に相談し意見を求めるなどして、より適切で社会的な方向へと価値観を高めてい

くこと」を目指すことを包含するものであり、その意味で、主体性を育み、社会生活に参加する主体とし

ての学び育ちを目指す授業である。 

1 年目の実践を受けて、2 年目には、日々の学校生活で学び・身につけたことや育んできたことを自信や意欲

に変えて、やりたいことを選ぶことができるように、選択肢が豊かにある「つくろう！あそぼう！たべよう！」

の授業を構想したいと考えた。その一方で、生徒の選択肢が豊かになるように他題材の充実・発展も必要と考え、

「生活」や「屋外作業」の授業を中心に、興味・関心・挑戦意欲を喚起し、好きなことや自信を持ってできるこ

とが豊かになっていくことをより意識して、授業創りを進めた。 

（2）2 年目（21 年度夏）の実践 
２年目夏の「つくろう！あそぼう！たべよう！」の授業では、「生活」「作業」など他題材・授業の充実・発展

の成果がどのように表れるかを楽しみにしていた。その結果、期待した姿や期待以上の姿に出会うことができた。 
２・３年生はこの授業に慣れてきたこともあり、自分の思いを前面に出して、やりたいことを選ぶ生徒が増え

ていた。 新１年生を誘い、リードし、教える姿、そのことに自分の存在感を確かめるように活動する姿も見ら

れるようになった。興味・関心のあることを選んでするだけでなく、自信のあることを選んで後輩に教えながら

一緒にするという選択理由が見え始めた。「経験を自信や意欲に繋げた選択・決定」「友だちや教師との関係の広

がり・深まりに基づく選択・決定」「友だち関係に支えられた挑戦的な選択・決定」「選択理由に見る目的意識の

高次化」「教師との関係の深まりに基づく参加」など、選択肢が豊かになり、選択理由にも広がりが見え始めた。 
自信を持って出来るようになったこと、新たなことに興味を持って挑む意欲・姿勢、加えて、それを後押しし

てくれるような友達関係の深まり・・・多様な要因が生徒の選択・決定に働いていると考えるようになった。 
このような状況の中、新 1 年生も、先輩を見て、興味のあることに挑み、真似たり、教わったりしながら、自

分で選んで、決める授業に参加していった。 

（3）2年目（21 年度秋）の実践 
私たちは、生徒の選択・決定理由の広がりを「主体性の育ち」の現れと捉え、自己選択・決定の仕方、選択・

決定理由の幅の広がりを期待した授業を秋に創っていきたいと考え、実践した。  
例えば、「興味・関心に基づく選び方」ができるようになった生徒には、「興味・関心の幅を広げて選択できる」

ようになったり、「自信のあること・役立ちそうなことに基づく選び方」もできるようになってほしいと思うよ
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を出し合ってや

や調理『お好み

み、様々な活動

背景に、学び・身

て、参加し、活

遊具の中から

染みのある「お

にした。経験の

経験を基に自分

学教育実践研究紀

待されているこ

されているこ

教師の期待に応

択できるように

選ぼうとするこ

さを次の事例を

れていることを教

出してきて、次々

員 8 名と聞い

いった選択も期

なかった。 
つ、教師も一個

ードにして、本

級生と 1 年生

竹を切る時に

うに鋸挽き

緒に木挽き台

意識を高めた

 
竹ポックリな

った。示範に

な道具を使っ

それらの活

ていった。 
の使い方や協力

る多様な活動

ルで穴をあけ

を持って行うよ

を学んでいった

うになったり、

くり』では、

やり遂げる楽し

み焼き』、2 年生

動を楽しみなが

身につけてきた

活躍できるよう

、人気のあった

お好み焼き」や

のある上級生た

分の得意なこと

紀要 第 11 号

ことなど’を考

とに基づく選び

応える姿も見ら

になった生徒で

ことがある。そ

を通して再認識

教師から聞き、

々と器を作り、友

いて表情が曇っ

待していた）を

個の主体として

本授業の創造

力の仕方など

動を用意して一

けたり、カスガ

ようになると共

た。『竹の間伐

竹を運び降ろ

3 年生が材を

しさなどを学ん

生は『畑作業』

がら、クラスの

た力、育んでき

うに考えて授業

たブランコ・竹

や「焼きそば」

たちが、見通し

とを選ぶ姿、ま

考えたり、‘教

び方」も期待す

られるようにな

でも、常にその

そのことを認め

識した。 
自分に期待され

友達や教師に喜

た。教師の思い

感じ取った様子

てはたらきかけ

を進めること

を学んだ。『間

一人ひとりに期

ガイを力強く打

共に、大人から

』では、2 年

ろす時に困って

組み合わせて

んだ。また、各

』や『屋外調理

の友達との関係

た友達や教師

業を構想した。

竹トランポリン

を選び、簡易

しを持って率先

また、全体状況

教師や友達と相

するようにな

なった。しかし

のように選択・

め、受け止めな

れ

喜

い

子

けていくことが

にした。 

間伐材のベンチ

期待と信頼を寄

打ち付けたりす

ら信頼され、友

年生が、竹にロ

ている友達を手

てテーブルを作

各学年の「生活

理』、3 年生は

係を深めた。 

師との関係など

 
ン・竹遊具『ボ

易かまどを作っ

先して活動する

況を見て自分に

相談’した

った。 
し、自分に

決定する

ながら、教

が、主体性

チづくり』

寄せて任せ

する活動等

友達を信頼

ープをか

手伝ったり

作る作業を

活」の授業

は『修学旅

どを基に、

ボヨヨン』

って火を焚

る姿、下級

に期待され



 

ているこ

1 学期に

期待した

【生徒

私たち

授業で好

輩の姿を

つともや

業を構想

上級生

（例；脚立

参加しに

一緒に活

ことを進

くりをし

し嬉しそ

分足らず

の場面で

がかまど

見られた

関係の広

参加は、

しかし

に挑む意

1．授業の

夏の実

相談しな

をキーワ

 「新

 「馴

う安心

（1）生徒

現在の

好きな生

徐々に逞

という思

自分の活

身につけ

様な生徒

（2）ね

新奇性

ことや自分がす

学んだことを

た。 
徒の選択・決定

ちの予想や期待

好きになった「

を食い入るよう

やりたくて選べ

想した私たちに

生の中には、学

立に登って行

にくい友達の得

活動することを

進んで行う姿も

している様子を

そうに「しゃー

ずで太い竹を伐

でも、上級生の

どの掃除を始め

た。以上のよう

広がり・深まり

日々の学校生

し、一方で、上

意欲」や「仲間

の構想 

実践の反省（＝

ながら解決する

ワードとして、

奇性」：経験の

染み性」：普段

心感があり、「好

徒の姿から授業

の中学部の生徒

生徒が多く、ど

逞しく、自分に

思いで選んだり

活躍の場所や自

けて、友達や後

徒の期待に応え

らいに応じた活

性を求め、活動

特別支援学

すべきことなど

自信に変えて

定・参加の様子

待を超えて、一

「竹を切ったり

うに見つめて「

べない！」と言

にとっては嬉し

学び・育ち、先

う作業）を選ん

得意な活動を見

を楽しむ姿…等

も見られた。柱

を見に来た。Ｎ

ーないなぁ、オ

伐り出して運ん

のリードのもと

めると、2 年生

な姿に、この

などを見て取

生活における学

上級生たちが目

間と相談しなが

Ⅲ

＝上級生たちが

る力等々の発揮

次の(1)～(3)の
のない活動内容

段の生活や作業

好きだ」「得意

業を作る 
徒たちは、学年

どんなことにも

に自信をもてる

参加したりす

自分に期待され

後輩達とどのよ

えられる授業を

活動場所の設定

動場所を変更し

学校における「生

どを判断して選

て活動する姿、

子】 
一人ひとりが、

割ったりする

「間伐材の皮む

言った。こんな

しいことである

輩意識等を発

んで行う姿・率

見つけて誘いか

等が見られた。

柱グループを選

Ｎ君に「（器を作

オレがきってき

んできた。そし

、生徒たちが

生・1 年生も後片

間にできるよ

取れることが多

学び・育ちの結

目を輝かせて新

がら解決する力

．本年度秋

が目を輝かせて

揮場面が少なか

の三つの視点か

容や新しい道具

業で経験のある

意だ」から選ん

年(クラス)によ

も興味を持って

るようになって

する姿もあるか

れていることを

ように活動する

を設定していこ

定 
した。これまで

生徒の主体的参加

選択・決定する姿

先輩たちに刺

この間の多様

る活動」や「材

むき」等の初め

なことを言った

ると共に、選択

発揮して、以前

率先して活動す

かける姿・友達

自分に期待さ

選んだＮ君が、

作るための）竹

きたろ！」と言

して、柱グルー

が協力し合う姿

片付けを始め

うになったこ

多かった。 その

結果であること

新しいことに挑

力」等々の発揮

秋の実践 

て新しいことに

かった）から、

から授業づく

具を使った活動

る活動内容や道

んだり、自信を

ってそれぞれ

て取り組もうと

てきた。先輩に

かもしれないと

を分かっている

るのかが楽しみ

こうと考えた。

では、常設かま

加」を目指す授

姿も期待した。

刺激されていろ

様な学び・育ち

材料をどんどん

てのことに挑

た生徒はこれま

択・決定・参加

は選ばなかっ

する姿や下級生

の思いに応え

れていること

1 年生二人と

竹が足りない」

言ってたけのこ

プへ戻ってい

姿が見られた。

、ごく自然と協

と、自信をつ

の意味で、本授

とを実感した。

挑む姿が少なく

揮場面が少なか

に挑む姿が少な

今期は、「新

りを始めた。

動。好奇心や挑

道具を使った活

を持って活動し

れ特徴がある。

とする生徒が多

になったという

と期待した。3
る生徒も増えて

みであった。こ

 

まどや炊事場な

業の創造(5)

。そして、活動

ろいろなことに

ちの姿を見せた

ん切る調理」を

挑む生徒もいた

までにいなかっ

加について再考

たと思えるこ

生を教え導く姿

て参加し仲間

・自分がすべ

教師が竹の器

」と言うと、少

こ山へ走り、1
いった。後片付

3 年生のＮさ

協力する様子

けたこと、友

授業への主体

 
く、「新たなこ

かった。 

なく、新たなこ

新奇性と馴染み

 
挑戦心を持って

活動。今までに

したりする生徒

1 年生は、活

多かった。2 年

思いも加わっ

年生は、この

てきた。いろい

このような学年

などを備えた屋

動意欲旺盛な 1
に目を輝かせて

た。1 年生は、

を選ぶ生徒もい

た。その中で、一

った。このこと

考する契機とな

と

姿・

と

べき

器づ

少

10
け

ん

が

達

的

と

ことに挑む意欲

み性を兼ね備え

て選ぶ生徒が多

にやったことが

徒が多い。 

活発で道具を使

年生は、学校生

って、自信や役

の授業も 3 年目

いろな選択決定

年の特徴を生か

屋外活動施設「

163 

年生が、

て挑む姿を

1 学期の

いれば、先

一人が「4
とばは、授

なった。 

欲や仲間と

えた授業」

多い。  
があるとい

使うことが

生活の中で

役立ちたい

目となり、

定の仕方を

かして、多

「キャンプ



164 

広場」で

に変更し

業活動を

せていこ

（3）多様

今期の

焚くグル

と思われ

活動や道

な遊具な

2．生徒の

今期（

戸惑う様

を楽しみ

（1）「途

以前は

グループ

に一つの

での参加

それらは

れぞれの

【グルー

(ア) 全

A くん

ような

思い、

ってくる

った。こ

(イ) 「や

S さ

手にと

たようだ

て」と他

して研

ループ

挽きチ

(ウ) 「こ

Ｔくん

道具を

場の方

の場へ

で行っていたが

した。どの学年

をするには不便

こうという思い

様な期待に応

の 4 つの活動グ

ループ、屋外調

れる活動内容や

道具、あるいは

などである。 

の選択・決定

（本年度秋）の

様子はなく、む

みながら、楽し

途中でグループ

は、生徒達に「

プを渡り歩くよ

のグループでや

加の様子を見て

は私達が当初懸

の生徒なりに主

ープを移動する

部したい（選べ

ん（1 年）は４つ

ことを言った生

「４つともやって

る」と走り、4 つ

この授業を楽し

やりたいこと」と

ん（3 年）は、米

とげることに自信

だ。しかし、上手

他の生徒の活動

研ぎ方を教えてあ

プに参加し、一段

チェーンソーを一

これだけはやり

ん（2 年）は、昨

を使う活動を選ん

方を見ていて、大

へやってきた。 

が、今回は、活

年の生徒もこの

便な場だが、こ

いで、活動に参

じた活動設定 
グループは、間

調理グループと

や道具などを散

は、経験のない

・参加の様子 

の『つくろう！

むしろ、『たか

しそうに活動し

プを移動する」

「選んだからに

ように参加する

やり遂げるよう

ていると（ア）

懸念していた、

主体的と思える

る理由】 
べない）という思

つの中から一つを

生徒はいない。A

ていいよ」と返し

全部に参加した

しみにし、前日か

「期待されてい

米洗いがしたくて

信をもち、今回

手にとげない生

動を取ってしまっ

あげるべきだっ

段落つくまで活

一緒にしたり、教

たい！」という活

昨年度までは調

んで活動を開始

大好きな焼きお

京都教育大学

活動の場として

の場で活動する

これから自分た

参加してくれる

間伐材や竹を使

した。各グル

散りばめた。具

い新しい活動や

あそぼう！た

ら広場』と名付

した。その中で

という参加の

にはその活動グ

る生徒もいたが

うになってほし

～（オ）に示

面白くないか

るような理由で

いを持って、計

を選ぶことがで

A くんがどのグ

した。すると毎

た。3 回目からは

からポスターを

いると判断したこ

て、調理グルー

もきれいにとい

生徒もいた。Sさ

った。授業後、担

たのではないか

活動した後は、活

教えたりして参加

活動にのみ移動

理グループを選

始するようにな

おにぎりのたれ

学教育実践研究紀

て数年来利用し

るのは初めてで

たちが手を加え

ることを期待し

使って遊具･施

ループの活動の

具体的には、他

や道具、その場

たべよう！』は

付けた場所が

で、次のような

の仕方が増えた

グループで最後

が、「何度も選

しいという思い

示すように、多

から変わるとか

で移動する姿だ

計画的に移動す

できず「全部やり

グループにも魅

回、興味のある

は、事前に順番

じっくりと見て、

こと」を意識・計画

ープを選んだ。毎

いでおいしいご飯

さんはその姿に

担任は「気持ち

か」と話した。 

活動に参加しに

加した。 

動して参加する

選ぶことが多か

った。そして、活

れを塗るなど、こ

紀要 第 11 号

していない場所

であった。常設

えることによっ

した。 

施設を作るグル

の中に、これま

他題材で経験し

場所にないと不

は、場所を変え

、自分たちの

な特徴的なこと

た 
後までやり遂げ

びなおしをし

いを持っていた

多様な理由でグ

か、行き当たり

だった。  

する  

りたい」と言う。か

魅力を感じている

る活動が始まる

番を決めて参加

「これからやる

画して動く  

毎日のお手伝い

飯を炊きたいと

苛立ち、「あっち

ちは分かるけど

次の時間、Ｓさ

にくい友達や後輩

る  

かったが、今回は

活動をしながら

これだけはとい

所（生徒が｢た

設かまども炊事

って、使いやす

ループ（2 つ）

での授業で生

し、興味をもっ

不便だから作る

えて行ったが、

手によって毎

とが見られた。

げる姿」を期待

ている」とそ

た。 しかし、今

グループを移動

ばったりで移

かつて、その

ることを嬉しく

ると「あれ、や

加するようにな

る！」と嬉しそうに

いで米を上

と思ってい

ちいっとい

ど、3年生と

さんは、前半は

輩を誘ってはし

は毎回大好きな

らチラチラと調理

う時には、調理

たから広場｣と名

事場もなく屋外

すく楽しい場所

とかまどを作

生徒の選択肢に

たり自信を得

施設や生徒が

生徒たちはそ

毎回姿を変えて

 

待していた。い

その姿を認めつ

年の秋の「つく

動する姿が増え

移動するのでは

に知らせに来て

自分のやりたい

しごグループに移

な

理

理

名付けた）

外調理や作

所に変化さ

作って火を

になり得た

得たりした

が好きそう

そのことに

ていくこと

いろいろな

つつ、徐々

くろう・・」

えてきた。

はなく、そ

てくれる。 

いかまどグ

移り、二人



 

(エ) ここ

Ｇくん

教師な

を作る

は、そ

しかし

つ作っ

(オ) 応

第 3

最後は

を合わ

るため

君やＵ

（2）かま

活動

回目は

に薪な

名が参

それぞ

つける

の枝や

れるよ

きて適

ャンプ

彼らの

は 24

3．今期

途中で

回の授業

や教師と

とが、最

要因と考

（1）物理

グルー

したこと

｢たから

している

先生達の

ことが始

の時々に

キャン

やすい場

こでやり遂げる

ん（3 年）は、つ

など様々な思い

るグループを選ぶ

れに興味を示し

、ベルトコンベア

ってベルトコンベ

援を求められた

3 回目に土山を

は大きなコンクリ

わせて掘り起こし

めに、大急ぎで作

Ｕ君、Ｙさん、調理

まどの周りに生

動場所に常設か

は、火おこしに

などをくべる楽

参加した。2 回

ぞれにマッチを

ることに挑戦す

や木の皮などを

ようになった。

適当な長さに切

プ広場の薪小屋

の好きな活動が

人中 9 人がか

（本年度秋）の

でグループを移

業の振り返りの

との関係が広が

最初に選んだグ

考える。加えて

理的環境要因 
ープを途中で変

とがあり、その

ら広場｣になっ

るか、今どのよ

の声、道具を使

始まるんじゃな

にいろいろな思

ンプ広場の常設

場所で火を焚い

特別支援学

るとしつつ、手が

つくるもの・自信

いに基づいて選

ぶことが多かっ

しつつ、前回の

アが動き出すと

ベアに載せ、再び

たときに一時的

を作るために地

リートの塊が出

した。5 回目、6

作業をしている

理グループから

生徒が集まる 
かまどが無いた

に自信を持つよ

楽しさを少し経

回目以降、ドラ

を持ち、誰が早

する姿が見られ

を拾っては火に

かまど周辺に

切っては火にく

屋へ取りに行く

がたくさんあり

かまど周辺に群

の実践を振り返

移動する生徒が

の中で話し合っ

がったりするに

グループで最後

て、このような

変わる行動が広

の中での「かま

って各グループ

ような道具を使

使う音も聞こえ

ないか？」「あの

思いを持ち、そ

設かまどは、他

いた。その結果

学校における「生

が空いたときに他

信のあること・期

ぶようになった

った。5 回目に土

の続きのゆらゆ

と気になった。Ｆ

び、元のグルー

的に他のグルー

地面を掘ったとき

出てきて、他グル

6 回目には、土

る中、応援を求め

らＨ君らが活動

ため、必要に応

ようになった 2
経験したことの

ラム缶かまどの

早く火をつける

れるようになっ

にくべて、どん

に木挽き台と鋸

くべたり、薪が

く姿も見られる

り、彼らの出番

群がってきた。

返って 

が増えたり、か

ってきた。彼ら

につれて、判断

後まで活動する

な生徒側の要因

広がってきた背

まどの場所」も

プの活動が近く

使った活動が行

える。生徒たち

の友達や先生が

その思いに基づ

他の活動場所か

果、「友達が楽し

生徒の主体的参加

他グループに参

期待されているこ

た。今回は、Ｆ先

土山グループに

ら橋作りに参加

Ｆ先生に行って

ープに戻っていっ

ープで活動して戻

き、土の中からい

ループの先生や

土山やゆらゆら橋

める声に応えて

動に加わった。

応じて数種類
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の周辺に集まる

るかを競って、
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んどん燃やすこ

鋸を置いておく

がなくなるとリ

るようになった

番がたくさんあ

  

かまど周辺に生

らは、自信のあ

断材料が豊かに

るだけでなく、

因以外に、次の

背景には、活動

も大きな要因と

くて見えやすく

行われているか

ちは「あれ面白
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こと・先輩意識
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たくさん落ちて

ことを楽しむ姿

くと、木や竹を

リヤカーや一輪

た。かまど周辺
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生徒が集まって
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になり、選択理

途中でグルー

のことが考えら

動の場を｢キャン

と考えられた。

く、移動しやす

かを、少し視線
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ープの活動にも
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ンプ広場｣から

 
すくなった。ど

線を上げれば見

てみたいなぁ」

てる！助けに行

も参加している

た。今回は、ど

体験してみたい

の

具

時
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5

ようになった理
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なってきている

姿も増えてき

ら「たから広場

どのグループで

見ることができ

「そろそろ僕

行かないと!」
ると思われた。

どの活動場所か

い」という思い

165 

理由を、毎

たり、友達

る。このこ

きた一つの

場」に変更

で誰が活動

き、友達や

僕のしたい

等々、そ

  
からも見え

いに駆り立



166 

てられて

キャンプ

が、かえ

しれない

ができる

たくさん

うに集ま

木や竹を

り用に U
まどを設

えた。か

（2）生徒

私達は

途中でグ

自分の思

なり、彼

で、自分

かせたり

促したり

もまた戻

4．主体性

今期の

（1）物理

生徒に

必要な場

情や価値

欲などを

番がたく

（2）人的

学習の

し、関わ

を発揮し

ら挑戦で

係に支え

気持ちの

が目標を

（3）生徒

心理検

授業・学

主体性

生徒と授

れる生徒

て参加してきた

プ広場には常設

えってそのこと

いと思われた。

るドラム缶のか

ん落ちていた。

まってきた。小枝

を切ったりして

U 字溝を運ん

設置した。結果

かまど周辺には

徒の行動を肯定

は、以前は、生

グループを移動

思いに基づいて

彼らの行動を見

分の思いに正直

、他グループ

、また、必要

戻ってきてや」

性を育む授業づ

の実践を振り返

理的な環境 
にとって、何を

場合もあるが、

値観に基づいて

を喚起する刺激

さんある環境

的な環境 
の効率性などか

わり合う中で多

し、教師や友達

できる・一緒に

えられて存分に

のこもった「あ

を共有し、同じ

徒理解の方法 
検査等によるア

学校生活で出会

性を育むために

授業（生活）を

徒の多様な姿を

た生徒もたくさ

設のかまどと薪

とが彼らの活動

今回は、周囲

かまどを中央に

彼らはドラム

枝を拾い集めて

て火の中にほり

でかまどを作

果、興味や活動

は常に彼らの出

定的に受け止め

生徒が自分で選

動する生徒が増

て判断･決定し、

見守ることにし

直に行動する姿

プの活動に興味

要な時に他グル

と、役に立つ

づくりのポイ

返って、主体性

をスルのかが分

生徒の主体性

て判断して行動

激がたくさんあ

境」の中で、自

から個別指導の

多くのことを学

達に喜ばれ・感

にいて楽しい・

に自己発揮する

ありがとう」「助

じ方向に向かっ

アセスメントに

会う生徒の姿を

に、私たちがし

を共にし、共に
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京都教育大学
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した。こうして

姿が増えてきた

味を示している

ループに応援を

つ、頼りにして

ント 

性を育む授業づ

分かりやすく・

性を育み、生徒

動する主体的な

ある環境」「他の

自分で判断して

の必要性・有効

学び身につける

感謝され・認め

憧れる－られ

る。このような

助かった」（肯

って関わり合い

に基づく生徒理

を教師間で語り

してきたこと、

に教材に向かい

働きかけていく

学教育実践研究紀
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て行動すること
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理解・障害特性

り合いながら生
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った
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に耐火煉瓦を積
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てみたそうにし
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あることを伝え

ントを 3 つの視
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体として育つこ

てくる授業を目
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達や教師との関

ことに喜びを感
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大切にした環境
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に応じた支援

生徒理解を深め
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えた。その結果
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動を否定せず、
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しているときに
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けた力を発揮で

る・認められる

し、生徒は、友
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果、「生徒はそ

ている」と捉え
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グループの活動

に「行ってくる
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した。 

いる。そのよう

として、自分の

「興味・関心

できる環境」「

ることが必要と

友達や教師と一

育む。学び身に

つ。安心できる

識、等々の育ん

る。さらに、ご

わち、生徒たち

と考える。 

調されている

法の重要性を思

する姿を展望し

がら働きかけ、

う。ただし、そ

拾ったり、

焼きおにぎ

多様なか

ることが増

られた。 

かし今回、

その時々に

えるように

け止める中

動にも気付

るか？」と

時に、「で

した。 

な環境が

の思いや感

心、挑戦意

「生徒の出

と考える。 

一緒に活動

につけた力

る・一緒な

んできた関

ごく自然に

ちと教師と

。しかし、

思う。 
しながら、

そこに表

その時々の
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生徒の姿の捉え方と働きかけ方が、生徒の主体性を育み、一個の主体として育つ上で、重要な役割を持っている。

そのために、私たちは、授業場面で出会った生徒の姿やその時に感じ取ったことを、撮影した写真を基に教師み

んなで丁寧に語り合って、一人ひとりの生徒のことを少しでも良くわかろうとするやり方を大切にしてきた。 
1 枚の写真には、その前後がある。写真を撮った教師が、その直接的な前後関係を話す。他の教師たちが、さ

らに、それ以上の前後関係の中にその写真の姿を位置づけて解釈する。また、友達との協力関係を撮った写真を

見て、他の教師が身体操作・道具操作レベルの変化・成長を読み取る。このようにして、1 枚の写真に収められ

たことを基にその生徒のことが少しずつよくわかるようになり、それが教師間で共有されていき、次に期待する

姿（展望）へと話が及ぶ。そして、教師みんなが、生徒一人ひとりに期待する姿を共有しながら、日々の学校生

活、次の『つくろう・・・』の授業の中で、生徒一人ひとりとの関係を生きる。 
生徒を教育の対象としてのみ見るのではなく、私たちと同じ一個の主体であり、生活を共にする者であるとい

う認識を前提に、彼らが学び育つことを支えたり導いたりしながら、彼らのことが少しずつよくわかるようにな

り、その理解に基づいてまた関わっていくことが大切と考える。 

Ⅳ．まとめ 

私たちは、「生徒は、自分なりの意図や感情、価値観等を持つ一個の主体である」と再認識して今回の実践研

究に取りかかった。そして、「生徒が自分で選んで、決めて、参加する授業」を設定し、授業の中の生徒の姿に

基づいて教師間で語り合うという方法で生徒理解・教材理解を深めながら、授業創りを進めた。 
現時点では、「生徒は、自分なりの思いや感情、価値観等に基づいて、自分の行動（ものへの関わり方、人へ

の振る舞い方、ことへの参加の仕方等）を判断・決定しながら生きる主体である」ということが、実感を伴って

分かってきたように思っている。「主体性」については、自分の内に生じる思いや感情、価値観等を、次の行動

を判断・決定する材料として、意識し機能させて、判断・決定・行動するところに働くものではないかと考えて

いる。さらに、「主体的な姿」とは、そのような「主体性」に基づくことを条件として、周囲他者〈社会〉から

肯定的に評価される（喜ばせる）姿を表すものではないかと考えている。 
このことについては、今後も検討していくが、とりあえず「主体性」「主体的な姿」をこのように捉えるなら

ば、生徒一人ひとりの内的世界に生じる「モノ・ヒト・コトに対する思いや感情や価値観等」を豊かにしていく

ことができる授業・学校生活を前提に、その思いや感情、価値観等を次の行動を選択・決定する判断材料として

使えるようになることを意図した授業・学校生活、中でも特に教師のかかわりが重要になると考える。この点か

ら、今後更に検討が必要と考える「本授業の教育課程上の位置づけ」と「本授業の評価」について、課題として

整理しておく。 

1．教育課程への位置づけ 

主体的な授業参加の具体を求めて『つくろう！あそぼう！たべよう！』の授業を開始し、自分で選んで・決め

て・参加するということについて、それを可能にするものは何かについて、そして、主体性を育むということに

ついて考えてきた。現時点では、「何かができるようになるということ自体」や「対人関係が広がること自体」

に終わるのではなく、「できるようになったこと・育んできた関係を生かすこと」そして「役に立って人を喜ば

せること」を経験することで自尊心や自己肯定感を得ること、そのことによって生徒の主体性は育まれ、一人の

主体として、生活者として育ちゆくのではないかと考えるようになってきている。 
また、本授業は、年間わずか 8 回の授業である。しかしながら、毎回の授業後に数百枚の生徒の写真を見つめ

語り合う研究会を契機に、教師間で生徒理解や生徒への期待感（展望）を共有し、日々の学校生活の中で、教師

同士、時には生徒も混ざって、生徒の学び・育ちの姿や次への期待感などを語り合い、喜び合うことが増えてき

た。その意味で、この授業が、従来の中学部生活（教育課程）に新たな息を吹き込んだという感を得ている。 
以上より、『つくろう!あそぼう!たべよう!』の授業は、中学部生活（従来の多様な学習題材・授業等）の中で

学び・身につけた力、友達や教師との間に育んできた関係を発揮して生きる場・時間として位置付けることがで

きる。そうすることで、生徒一人ひとりが自分の価値判断に基づいて、したいこと・すべきことをして役に立つ
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